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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者
	ＫＭＣ横浜ジュニアヨットクラブ　７年　高山　颯太　　　    

	大 会 名
	2011IODAアジア選手権

	開 催 地
	シンガポール

	大 会 期 間
	2011年7月22日～30日

	セールNo
	ＪＰＮ３２３０
	最 終 順 位
	８０位


	気温、水温

ウエアについて
	ラッシュガードを着ていた。風が無い日は海に入って泳いでいた。


	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	チャッピーな波だった。風の振れる場所が一定。毎日２～３ｍ／ｓの風が吹いていた。


	　セッティングで

注意したこと
	なるべくパワーが出るように注意した。

	　セーリングで

　注意したこと
	スピードを落とさないようにトリムした。波消し動作が大切。


	　海上で練習した

こと
	走りを確認して日本と特に変わりない。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？
	日本の時と特に変わりないが、まわりの選手の方がスピード、上り角度が良かった。
１上マークをシングルや１０番台で何度も回れたが、最終上りレグで１０人以上に抜かされることが多かった。

	　スタートは、

　どうでしたか？
	１列目で多く出ることが出来た。加速するためのスペースをしっかり確保できないと、走り負けする。
プラクティスと最終日にＯＣＳした。スタート前の上下で抗議されたが気付かず７２０度しなかったのでＤＳＱになった。

	　コース戦略は

　どうでしたか？
	フレッシュを狙いながら振れタックで走る。右海面はレイラインに乗らない。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	スタートを確実に成功させている。コースは真ん中を縫って、両サイドに突っ込まない。順位を落とさずキープする。海面の読み方、集中力。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	潮が強い海面での走り方。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	順位を大きく落とさない走り方。
プロテストでの審問の受け答え方。

	　印象に残った

外国選手は？

　
	ＳＩＮ　ヨコヤマユキエ
ＳＩＮ　キンバリン

	　今後の課題と

　目標は？
	順位をキープする走り方を覚える。

	　ＪＯＤＡへの要望
	特にありません。

	　

その他

来年参加者への

アドバイス等何でも
	日本食を持っていったほうが良い。
レース前半は地元選手の走りやコース取りを観察するのが大事。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

